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議会広報特別委員会

全国議会広報研修会（10/10）

文章の書き方からレイアウトまで
　議会広報委員会は町民の皆さま方にもっと読みや
すい、読んでいただける広報を作っていきたいとの
思いから、東京の砂防会館で開催された平成30年
度全国町村議会広報研修会に参加をしてまいりまし
た。3名の講師より、大変ハイレベルの講義をして
いただきました。「そうなんだ」「なるほど」「よし！
次の広報では」とメモを取る事柄がたくさんあり大
変勉強になりました。今回の研修を踏まえ、これか
らの広報作りは今まで以上に読みやすくわかりやす
い議会説明であったり、町民の皆さまの参加をいた

だいたりして親しまれる広報、次の広報はいつ来る
のかと、待たれる愛読される議会広報を目指して広
報委員会努力をしてまいりますので今後ともご愛読
よろしくお願いいたします。

(議会広報特別委員会副委員長　菅澤昌則 )

空港対策特別委員会

委員会協議会 （12/7）

測定局の数値は今後増加の可能性
　本会議終了後に委員会協議会を開催し、企画空港
政策課長より２件の報告がありました。
　航空機騒音測定結果については、町内 6カ所の
騒音測定局における 7月から 9月までの数値につ
いて、8月に一鍬田・間倉・喜多の数値が増加して
おり、要因として南向きの運用により南への離陸が
多かったことが考えられること、9月には千田・船
越・牛尾の数値が増加しており、要因として北向き
の運用により南からの着陸が多かったと考えられ
るとのことでした。今後、A滑走路の離着陸回数が
15万回を超える予測で、NAA は B滑走路に振り
分ける姿勢を示していることから、数値の増加が考
えられるとのことでした。

　芝山鉄道利用者駐車場の利用状況については、8
月から 10 月までの前年同時期と比較し利用台数
481 台の減、料金収入は 33 万 9,100 円の増で、
利用台数が減った一方で収入が増えた要因として4
月からの料金値上げ、定期の更新が考えられるとの
ことでした。駐車場
の場所が温浴施設
建設のため、11 月
から駅寄りに移設
されましたが、影響
はないとのことで
した。

総務厚生常任委員会

請願の審議
全員一致で採択
　本会議終了後、付託された請願第３号「精神障害
者も重度心身障害者医療費助成制度の対象とするこ
とを求める請願書」の審議を行いました。紹介議員
から趣旨説明を受けたあと、請願の趣旨には賛同で
きるものとして、審議の結果、全員一致で採択とな
りました。
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